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鬼鬼怒怒フフララワワーーラライインン草草取取りり交交流流会会  

鬼怒フラワーライン草取り交流会が３月９日（日）に行われました。花万ジュニアスタッフや青龍楽校少年団をはじめ、地元住民の方々

など約1０0名が参加してくれました。 

天気にも恵まれ、日差しが降りそそいでぽかぽか陽気のなかでの作業であったため、草取り作業がはかどりました。子供たちが頑張って

くれたおかげで、ポピーの成長を邪魔する多くの草を取り除くことができました。草はポピーに絡みつくように伸びているため、子供たち

は、ポピーと区別しながら草を取り除くのに苦労している様子でした。草取り作業をした後の花畑では、草にかくれていたポピーに十分に

太陽の陽が当たるようになりましたので、5月の開花に向けて大きく育ってくれると思います。 

草取り作業の後は、みんなで花畑周辺のゴミ拾いをしました。不法投棄の多い区域には車止めを設置したり、イベントを実施するたびに

ごみ拾いを実施している成果もあり、年々ごみの量が少なくなっています。こうした活動は、やはり継続させることが重要だと実感できま

した。みなさんお疲れ様でした。 

 

地元老人会の鎌庭西菊寿会の野村

会長から草取り方法の説明があり

ました。 

みんなの頑張りでたくさんの草を除

草することができました。 

ポピーのうね間の除草は花と

一万人の会の推進員が機械で

除草しています。 

ポピーとカモミールの見分け方は、葉が黄緑色

の薄いほうがポピーで色の濃いものがカモミー

ルです。 

たくさんの草が除草できました。 

花と一万人の会 飯島会長の挨拶の様子 

 草取り作業は大変な作業でしたが、みんな

で楽しく、作業を行うことができました。 

≪草取り前のポピーの様子≫ 

草にかくれていたポピーが十分に太陽の

陽が当たるようになりました。 

軽トラック２台分にもなるたくさんの草

を取り除くことができました。 

参加者にはポピー大福とお茶が、振る舞わ

れました。 

≪草取り後のポピーの様子≫ 


